
在宅勤務のコミュニケーションが５倍に増加！
離れていても働きやすい「分報」の取り組み

サイボウズ株式会社



テレワークで起こりがちな社内コミュニケーションの問題

▌みんなの仕事の状況がわからない

▌雑談などの気軽なコミュニケーションが取りづらい

サイボウズでも、気軽に状況を共有して働けたオフィスでの
コミュニケーションを、テレワークでどう再現するかが課題でした。



分報（ふんほう）とは？

▌一言で説明すると「社内Twitter」

▌1日1回まとめて書く「日報」とは違い、

ツイートのようにその都度書くのが「分報」

自由にリアルタイムで状況を共有する取り組みなんだね。

業務の進捗を書く人もいれば、打合わせの所感や趣味の話などを書く人もいます。
使い方や更新の頻度も人それぞれです。



分報を流し読みするだけで、離れて働くメンバーの様子がざっと分かる

一緒のオフィスで働いていたときにあった
「何となくメンバーの様子が分かる感じ」が再現される！

※サイボウズ社内のグループウェア、kintone上のやりとりの様子



新型コロナウイルスの影響で完全テレワークになった昨年3月から社内に普及した『分報』。

そのお陰もあって、社内のオンラインコミュニケーションの総量が約５倍に増加。
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※2019/1/1〜2020/9/26 サイボウズ社内のkintoneでのコメント量のデータ

『分報』の普及で社内コミュニケーション量が5倍に！



抱え込んでしまいがちな小さな悩みやモヤモヤを共有できるから働きやすい、といった感想も。

また、困りごとに対して横からお助けが来て、スピーディーに課題解決するメリットもある。

在宅でも小さなお悩みやモヤモヤを共有できるから、働きやすい

モヤモヤを共有！ 困りごとに横からヘルプ！


